
（別紙様式１） 

 

令和５年度 学校評価計画書 

園名 三田市立本庄幼稚園 

１ 教育目標 

  

 

 

２ 今年度の重点目標 

  

 

 

 

３ 自己評価項目   

分野・領域 評価項目（取組内容） 

 

教育課程 

 

 

異年齢混合保育において４、５歳児が共に育つ保育の工夫 

・安心、安定した環境の中、自己を発揮し、満足感や自己肯定感が味わえる保育内容

の工夫。 

・4.5歳児が互いに思いや考えを出し合い、認め合い、自ら行動しようとすることがで

きる環境を作る。 

・人と関わる力を引き出すための教師の援助のあり方について考える。 

 

 

学校園所連携 

 

 

地域を基盤にした連携活動の工夫 

・中学校区学校園所連絡会においての情報を共有する。 

・幼小交流、3園交流を通して、幼児の育ちに向き合ったり、交流後の教師同士の意見

交換を大切にしたりする。 

 

 

保護者・地域 

住民との連携 

 

 

園運営、園行事への保護者や地域の参画の促進 

・家庭や地域への情報発信において幼稚園教育への理解を得る。 

・親と子がふれあい、仲間づくりができる交流の工夫。 

・家庭や地域社会と連携した危機管理体制の推進。 

 

人権教育の推進 

 

 

人(自分)を大切にし、自尊感情を育む保育の工夫 

・一人一人の自尊感情を育む保育を創造し、教師の関わりや援助を工夫する。 

・命の尊さや大切さに気付く保育内容を創造していく。 

 

 

・明るく元気な子   ・心豊かな子   ・意欲を持ってあそぶ子 

「人とのつながりを通し、共に育ち合う子の育成」 

～人と関わる力を引き出す環境構成や援助のあり方を探る～ 


